
2013年 世界の主な水災害マップ（その２）

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ（2013年4月）
4月2日から3日にかけて
の2時間で降水量400mm
に達し、これによる洪水で
死者は52名に上った。35
万名が被災し、ﾗﾌﾟﾗﾀ市内
の半分以上が停電し、電
話も不通となった。

ｽｰﾀﾞﾝ（2013年8月）

月初から降り続く豪雨によ
り、約40万名が被災、死者
は76名にのぼった。ｲﾝﾌﾗ
被害も甚大であった。

ﾒｷｼｺ（2013年9月）
ﾒｷｼｺ西部にTropical 
Storm Manuelが、また、15
日には北東部をTropical 
Storm Ingridが襲い、暴風

雨をもたらし洪水、土砂崩
れが発生。死者は192名に
のぼる。

ｹﾆｱ（2013年4月）
3月から5月にかけてﾓﾝｽｰ

ﾝの影響を受け大雨が続き、
降水量は平均値の200%
を記録する地域もあった。
これにより各地で洪水が発
生し、死者96名、被災者約
17万名にのぼる。

ｿﾏﾘｱ（2013年11月）
11月10日、Tropical 
Cyclone THREEがｿﾏﾘｱ
のPuntlandに上陸し、ｻｲｸ

ﾛﾝの暴風雨により洪水が
発生、死者は162名にの
ぼる。

EU（2013年10月）
2013年10月28日、欧州北

部を直撃した暴風雨により、
英国などで少なくとも15名
が死亡、各地の交通機関に
も混乱が生じた。

ﾖｰﾛｯﾊﾟ中部（2013年6月）

中欧を襲った豪雨により、
各地で洪水が発生。死者
は24名にのぼる｡

EU（2013年12月）
欧風北部は60年ぶりとなる
猛烈な冬の嵐(XAVER)に
見舞われ、高潮、洪水、強
風による建物倒壊などによ
り、15名が死亡した。また、

交通機関の混乱や広範囲
での停電が発生した。

ｲﾀﾘｱ（2013年11月）

ｲﾀﾘｱでは豪雨に見舞われ、
南部の島ｻﾙﾃﾞｨﾆｱ島では、
洪水が発生、川が氾濫し橋
が崩落するなどの被害があ
り、死者は18名にのぼる。

ｶﾅﾀﾞ（2013年7月）

豪雨により洪水が発生し、
道路や地下鉄駅が浸水し、
停電も発生した。

ｶﾅﾀﾞ（2013年6月）

豪雨により、洪水が発生、
被災者数は10万名、死者
は4名にのぼる。石油ﾊﾟｲﾌﾟ
ﾗｲﾝの閉鎖、停電が続いた。

ｱﾒﾘｶ（ ㍻ 25年9月）
9月11日から12日にかけて、

ｺﾛﾗﾄﾞ州は豪雨により洪水
が発生し、9名死亡。

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ（2013年12月）

旱魃被害に直面していたﾌﾞ
ﾗｼﾞﾙ北東部のBahia州
Lajedinhoで短時間の豪雨

により洪水が発生し、死者
数は19名にのぼる。

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ（2013年12月）

豪雨により洪水・土砂崩れ
が発生し、南東部の2州で
死者は64名にのぼる。多く

の道路が破損し、ｲﾝﾌﾗ被
害も発生した。

ﾒｷｼｺ（2013年8月）

深夜に上陸した熱帯暴風雨
Fernandによる豪雨によっ

て、土砂崩れが発生し死者
は14名にのぼる。

ｱﾒﾘｶ（2013年5月）
5月31日、ｵｸﾗﾎﾏ州とその

郊外を竜巻と豪雨が襲い、
これにより各地で洪水が発
生、竜巻と洪水の被害によ
る死者は27名にのぼる。

ｱﾒﾘｶ（2013年4月）
4月中旬からの豪雨により、

ﾐｼｼｯﾋﾟﾝ川とｲﾘﾉｲ川が増水
し、流域の中西部で洪水が
発生した。死者は3名にの
ぼる。

現地調査実施災害ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ（2013年1月）

長引く豪雨により洪水が
発生し死者119名以上、
被災者24万名にのぼる。

※原則、先進国で死者10名以上、途上国で死者数50名以上の水災害を抽出

※出典（死者数、被災者数）：D. Guha-Sapir, R. Below, Ph. Hoyois - EM-DAT: International 
Disaster Database – www.emdat.be  – Université Catholique de Louvain – Brussels –
Belgium.
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